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昨
年
度
は
、
一
昨
年
度
の
35
億
円
に
続
き
、
33
億
７
千
万
円
と

大
幅
な
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
42
年
連
続
の
黒
字
で
す
。
市

債
（
借
金
）
は
前
年
度
末
よ
り
、
６
億
３
千
万
円
減
ら
し
、
３
２

７
億
９
千
２
百
万
円
と
な
り
、
基
金
は
前
年
度
よ
り
、
67
億
５
百

万
円
増
や
し
、
５
２
９
億
１
千
６
百
万
円
と
な
り
市
債
を
減
ら
し
、

基
金
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
市
長
は
黒
字
分
を
「
市

民
の
た
め
に
使
う
」
と
し
て
８
回
目
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

や
「
水
道
料
金
の
基
本
料
を
４
月
か
ら
１
年
間
無
料
」
を
実
施
し

て
き
て
い
ま
す
。

中
村
議
員
は
こ
の
市
の
財
政
に
つ
い
て
本
会
議
質
問
を
し
ま
し
た
。
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０
２
５
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中
村
議
員
は
「
昨
年
度
は
一
昨
年
度
に
続
き
、
大
幅
な
黒
字
に

な
っ
た
要
因
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
昨
年
度
は
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
償
化
な
ど
の
更
な

る
施
策
の
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
、
物
価
対
策
で
は
国
の
交
付
金

に
加
え
、
市
の
一
般
財
源
も
活
用
し
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
７
回

目
や
、
高
校
生
及
び
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
へ
の
地
元
産
米
の

給
付
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
支
援
金
の
給
付
な
ど
に
も
対
応

し
て
き
た
。
一
方
で
歳
入
で
は
市
税
収
入
や
地
方
交
付
税
、
各
種

交
付
金
が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
黒
字
決
算
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は「
市
は
各
種
交
付
金
の
増
加
に
よ
っ
て
黒
字
に
な
っ

た
と
答
え
た
が
、
個
人
市
民
税
は
一
昨
年
度
よ
り
実
際
に
増
え
た

の
は
約
10
億
円
。
市
民
の
収
入
が
増
え
た
の
で
、
市
民
税
は
増
え

て
い
る
が
、
実
際
の
収
入
で
は
実
質
賃
金
は
減
り
、
年
金
も
物
価

上
昇
分
は
増
え
て
い
な
い
。
地
方
消
費
税
も
６
億
５
千
万
円
増
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
市
民
が
負
担
し
た
税
金
、
黒
字
の
分
は
市
民

に
返
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
物
価
高
騰
が
続
き
、
昨
年
は
２
万

品
目
の
値
上
げ
、
今
年
９
月
は
４
９
２
３
品
目
の
値
上
げ
に
な
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
黒
字
分
を
市
民
へ
の
物
価
高
対
策
に
使
う

考
え
は
な
い
の
か
」
と
市
の
考
え
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
今
後
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
支
援
策
を
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
「
必
要
以
上
に
基
金
を

た
め
こ
む
の
は
良
く
な
い
、
基
金
も
市

民
の
財
産
。
水
道
料
金
や
国
民
健
康
保

険
料
な
ど
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
物
価
高
に
対
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
」

と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
昨
年
度
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
は
小
学
校
３
７
４
人
、
中

学
校
は
５
１
９
人
。
学
年
別
不
登
校
児

童
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
実
績
と
、
不
登
校
へ
の
対
応
件
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

３
人
か
ら
６
人
に
増
や
し
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
効
果
が
あ
っ
た

の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
学
年
別
で
は
小
学
校
は
１
年
生
19
人
、
２
年
生
22
人
、

３
年
生
60
人
、
４
年
生
73
人
、
５
年
生
１
０
９
人
、
６
年
生
91
人
。

中
学
校
で
は
１
年
生
１
２
６
人
、
２
年
生
１
８
７
人
、
３
年
生
２

０
６
人
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
実
績

は
延
べ
支
援
件
数
は
、
１
０
，
４
０
９
件
、
不
登
校
に
関
す
る
支

援
件
数
は
２
，１
４
０
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
増
や
し
た
こ
と
で
、
支
援
件
数
の
増
加
に
加

え
、
各
学
校
の
ケ
ー
ス
会
議
等
へ
の
参
加
が
増
加
し
、
事
案
の
早

期
把
握
や
早
期
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
小
学
校
１
年
か
ら
３
年
ま
で
の
不
登
校
児
童

は
２
０
２
０
年
度
の
34
人
か
ら
昨
年
度
は
１
０
１
人
と
大
き
く

増
え
て
い
る
。誰
も
が
楽
し
く
通
え
る
学
校
に
す
る
た
め
、ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
不
登
校
に
か
か
わ
る
人
を
増
や
す

こ
と
は
必
要
だ
っ
た
。
不
登
校
へ
の
支
援
は
一
人
ひ
と
り
違
う
た

め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
こ
と
は
大
切
」
と
訴
え
ま
し

た
。 不

登
校
へ
の

　
　

対
応
に
つ
い
て

不
登
校
へ
の

　
　

対
応
に
つ
い
て

黒
字
分
は
市
民
に
還
元
を

黒
字
分
は
市
民
に
還
元
を
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中
村
議
員
は
「
財
政
調
整
基
金
、
23
億
５
０
０
万
円
を
取
り
崩

さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
当
初
い
く
ら
の
取
り
崩
し
を
予
定

し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
今
年
３
月
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は

２
０
９
億
２
３
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、
現
在
の
残
高
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
32
億
４
、
０
０
０
万
円
で
５
月

及
び
６
月
の
補
正
予
算
で
物
価
高
対
策
と
し
て
13
億
１
，
６
０
０

万
円
を
増
額
。
今
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
２
１
１
億

４
８
１
万
５
千
円
と
な
る
見
込
み
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
「
財
政
調
整
基
金
は
２
１
１
億
４
８
１
万
円
、
昨

年
度
の
黒
字
分
33
億
７
０
０
０
万
円
も
あ
る
。
物
価
対
策
と
し
て

市
民
に
還
元
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、
市
の
考
え
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
は
「
物
価
高
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

第
８
弾
、
水
道
料
金
基
本
料
無
償
化
な
ど
、
現
在
実
施
中
の
も
の

も
あ
る
が
、こ
れ
か
ら
も
必
要
に
応
じ
て
支
援
策
を
考
え
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は「
財
源
が
あ
る
の
な
ら
、９
月
の
補
正
予
算
で
も
っ

と
物
価
高
支
援
を
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
。
早
く
市
民
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
」
と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会
　
中
村
れ
い
子

市
民
の
く
ら
し
を
第
一
に
考
え
た

財
政
運
営
を

市
民
の
く
ら
し
を
第
一
に
考
え
た

財
政
運
営
を

文
教
に
ぎ
わ
い
委
員
会
　
き
よ
た
純
子

福
祉
企
業
委
員
会
　
出
町
ゆ
か
り

　

き
よ
た
議
員「
暑
さ
対
策
と
し
て
の
冷
水
機
は
有
効
だ
と
思
う
。

設
置
数
を
小
学
校
１
台
、
中
学
校
２
台
に
し
た
根
拠
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
場
所
に
す
る
の
か
」
と
設
置
場
所
の
考
え
方
を
質
問
し
ま

し
た
。

　

市
は
「
主
に
体
育
館
の
授
業
前
後
に
冷
水
を
給
水
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
部
活
も
あ
る
た
め
各
校
２
台
に
し

た
。
設
置
場
所
は
運
動
場
近
く
の
校
舎
脇
や
体
育
館
脇
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
小
学
校
で
も
児
童
数
の
多
い
学
校
で
は
１
台

で
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
芥
川
小
学
校
は
７
５
４

人
、日
吉
台
小
学
校
は
８
８
０
人
の
児
童
が
い
る
。利
用
が
決
ま
っ

た
時
間
に
集
中
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
学
校
規
模
の
違
い
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
設
置
し
た
あ
と
使
い
勝
手
が

悪
い
と
な
れ
ば
移
動
は
可
能
な
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。　

市
は

「
給
水
の
方
法
や
１
回
あ
た
り
の
利
用
時
間
な
ど
は
学
校
と
児
童
・

生
徒
が
実
態
に
応
じ
た
ル
ー
ル
を
定
め
、
利
用
し
て
い
き
た
い
。

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
と
も
協
議
の
上
、
進
め
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
き
よ
た
議
員
は
「
冷
水
機
の
水
が
い
き
わ
た
ら
な
い
な

ど
、
利
用
に
課
題
が
出
た
時
に
は
臨
機
応
変
に
設
置
台
数
を
増
や

す
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

出
町
議
員
は
「
小
学
生
向
け
の
お
出
か
け
パ
ス
と
通
学
定
期
の

利
用
実
績
は
何
枚
だ
っ
た
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
お
で
か
け
パ
ス
の
販
売
実
績
は
６
７
１
枚
、
小
学
生
向

け
定
期
券
の
販
売
実
績
は
、
１
か
月
定
期
、
３
か
月
定
期
、
学
期

定
期
の
合
計
で
２
４
８
枚
だ
っ
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

出
町
議
員
は
「
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
通
学
で
市
バ
ス
定
期

を
利
用
す
る
児
童
は
萩
谷
、
月
見
台
、
原
地
域
で
14
人
。
樫
田
小

学
校
（
特
認
校
）
は
47
人
。
定
期
費
用
は
一
か
月
６
，
６
０
０
円

の
半
額
を
市
バ
ス
が
補
助
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
３
分
の
２

を
教
育
委
員
会
が
補
助
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
樫
田
小
学
校
に

通
う
児
童
に
は
教
育
委
員
会
の
補
助
は
な
い
た
め
、
年
間
３
万
円

以
上
の
保
護
者
負
担
に
な
る
。
要
望
も
聞
い
て
い
る
が
来
年
度
か

ら
全
て
の
小
学
生
の
市
バ
ス
運
賃
が
無
償
に
な
る
こ
と
は
保
護
者

の
負
担
の
軽
減
に
も
な
る
」
と
し
、
ぜ
ひ
、
周
知
を
し
て
欲
し
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
９
月
議
会
に
意
見
書
と
し
て
、①「
非
核
三

原
則
の
堅
持
と
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」②「
学
習

指
導
要
領
の
『
は
ど
め
規
定
』
を
撤
廃
し
、
包
括
的
性
教
育

の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」③「
中
学
校
給
食
の
２
０

２
７
年
度
か
ら
の
完
全
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」④

「
30
人
学
級
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」⑤「
災
害

へ
の
対
応
力
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
の
５
つ
を
提

案
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
９
月
議
会
補
正
予
算
か
ら

―
小
学
生
の
市
バ
ス
運
賃
無
償
化
―

　
２
０
２
７
年
４
月
か
ら
、
市
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
運
賃
無
償
化
を
実
施

す
る

〇
対
象
市
内
在
住
の
小
学
生
１
７
，
０
０
０
人

〇
券
種
及
び
配
布
方
法
・
時
期
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ
ー
ド
と
し
、
来
年
３
月
上
旬
に
郵
送
で

配
布
。（
２
０
２
８
年
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
す
る
）

〇
利
用
方
法　
バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
、
運
転
手
へ
無
料
乗
車
券
を
提
示
す
る
。

〇
市
営
バ
ス
全
路
線

―
高
校
生
及
び
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
へ
の
臨
時
支
援
事
業
―

〇
高
校
生
一
人
に
つ
き
、
地
元
産
米
（
精
米
）
５
ｋ
ｇ
を
宅
配

　
　
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に
つ
き
、
地
元
産
米
（
精
米
）
５
ｋ
ｇ
を
宅
配

〇
配
送
は
来
年
１
月
〜
２
月
中

小
学
生
の
市
バ
ス
運
賃
無
償
に
つ
い
て

小
学
生
の
市
バ
ス
運
賃
無
償
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
へ
の
「
冷
水
機
」
設
置
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
へ
の
「
冷
水
機
」
設
置
に
つ
い
て
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